
「小川津」推定地の１つ、朽木小川

奈
良
の
都
へ
続
く
「
小
川
津
」

に
組
ま
れ
、
川
の
流
れ
を
使
っ
て
津
と

呼
ば
れ
る
港
に
集
め
ら
れ
、
さ
ら
に
湖

上
水
運
を
使
っ
て
、
材
木
を
大
量
に
必

要
と
す
る
奈
良
の
都
な
ど
に
送
ら
れ
て

い
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。高
島
の「
小

川
津
」
も
、
そ
う
し
た
場
合
の
材
木
の

集
積
地
で
あ
り
、
同
時
に
都
へ
通
じ
る

重
要
な
玄
関
口
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
思

　

今
か
ら
約
１
３
０
０
年
前
の
奈
良

に
都
が
あ
っ
た
時
代
、
高
島
市
域
で

は
、
宮
殿
や
寺
院
な
ど
の
造
営
・
維

持
を
す
る
た
め
の
材
木
を
調
達
す
る

杣そ
ま
や
ま山
が
数
多
く
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

東と
う
だ
い
じ
し
ょ
う
そ
う
い
ん

大
寺
正
倉
院
に
伝
わ
る
正
倉
院
文
書

に
は
、
東
大
寺
の
造
営
を
担
当
す
る
役

所
で
あ
る
造ぞ
う
と
う
だ
い
じ
し

東
大
寺
司
が
、
材
木
を

伐
採
す
る
た
め
に
、
全
国
の
杣
山
に

山さ
ん
さ
く
し
ょ

作
所
を
設
け
て
い
た
と
い
う
記
録
が

あ
り
、
滋
賀
県
内
で
は
、
そ
の
場
所
と

し
て
甲
賀（
甲
賀
市
）・田
上（
大
津
市
）

そ
し
て
高
島
の
地
名
が
あ
が
っ
て
い
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
正
倉
院
文
書
の
中
に
残
る

天
平
宝
子
６
年
（
７
６
２
）
の
材
木
の

運
搬
に
関
す
る
記
録
に
は
、
高
島
の
山

か
ら
切
り
出
さ
れ
た
材
木
が「
小
川
津
」

と
い
う
地
か
ら
、
宇
治
（
京
都
府
宇
治

市
）
を
経
て
、泉
津
（
京
都
府
木
津
市
）

に
運
ば
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。

　
滋
賀
県
内
の
山
作
所
は
、
比
較
的
大

き
な
川
の
上
流
に
あ
た
る
山
地
に
設
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、

恐
ら
く
、
山
で
伐
採
さ
れ
た
材
木
は
筏
い
か
だ

奈
良
の
都
へ
続
く
「
小
川
津
」

わ
れ
ま
す
。
た
だ
、
正
倉
院
文
書
に
登

場
す
る
「
小
川
津
」
が
、
市
内
の
ど
の

辺
り
に
あ
っ
た
の
か
は
分
か
っ
て
い
ま

せ
ん
。
そ
の
地
名
か
ら
、
現
在
の
安
曇

川
町
上
小
川
・
下
小
川
付
近
、
ま
た
は

朽
木
小
川
付
近
で
は
な
い
か
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
安
曇
川
町
上
小
川
・
下
小
川
と
い
う

で
切
り
出
し
た
材
木
を
集
積
す
る
港
の

適
地
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら

に
、
朽
木
小
川
は
、
日
本
海
と
奈
良
の

都
を
結
ぶ
街
道
の
最
短
ル
ー
ト
上
に
あ

る
地
で
、
早
く
か
ら
大
陸
か
ら
の
物
資

や
渡
来
人
が
行
き
交
う
こ
と
も
あ
っ
た

場
所
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、「
小
川
津
」

と
い
う
奈
良
の
都
へ
続
く
港
が
朽
木
小

川
に
あ
っ
た
と
い
う
説
も
否
定
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

文
化
財
課
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）４
４
６
７

と
、
湖
に
接
し
た
集
落
で

は
な
く
、
港
が
あ
っ
た
場

所
と
は
考
え
に
く
い
で
す

が
、
か
つ
て
は
上
小
川
・

下
小
川
周
辺
に
ま
で
内
湖

が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
、

ま
た
鴨
川
上
流
の
山
地
で

切
り
出
さ
れ
た
材
木
は
、

そ
の
下
流
に
位
置
す
る
上

小
川
・
下
小
川
付
近
に
集

積
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、「
小
川
津
」

推
定
地
の
一
つ
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
朽
木
小
川
は
、

安
曇
川
に
続
く
針
畑
川
沿

い
に
位
置
す
る
集
落
で
、

こ
の
地
も
、
上
流
の
山
地
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不要になった広報誌は、「その他古紙」として
古紙回収日に出してください。

　GW に、珍しい祭といわ
れる安曇川町の足半（あし
なか）祭に行き、下古賀地

区の祭列に同行しました。上古賀、下
古賀の境目まで来ると、両地区の代表
が前に出てにらみ合い。しばらく対峙
した後、お互いに土下座されます。こ
の場面は、かつての境界争いの出遭い
の場面を表したものだとか。祭を通し
て地域の歴史を感じ
ました。市内には地
域特有のさまざまな
祭があり興味深い
ですね。（Ｓ）
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